
宇和島圏域の医療提供体制

R4実績 R9目標

○役割・機能の最適化と連携の強化 ・訪問診察・訪問看護件数 557人 　⇒ 581人

　　・市立宇和島病院の後方支援病院としての役割を継続 ・新規入院患者リハビリ件数 150人 　⇒ 190人

　　・近隣医療機関との更なる連携強化 ・1日当たり入院患者数 43.5人 　⇒ 53.1人

　⇒　地域包括ケアシステム構築に寄与 ・1日当たり外来患者数 72.0人 　⇒ 86.4人

　　・在宅復帰支援の強化、訪問診療・訪問看護の充実 ・病床利用率 43.5% 　⇒ 71.7%

・後発医薬品採用数 224品 　⇒ 260品

○医師・看護師等の確保と働き方改革 ・医師数 2人 　⇒ 3人

　　・常勤医師の確保 ・看護師数 36人 　⇒ 36人

　　・看護師確保に努め、診療体制を維持 ・経常収支比率 100.9% 　⇒ 101.8%

・修正医業収支比率 68.2% 　⇒ 74.6%

○新興感染症の感染拡大時に備えた機能・設備の充実

　　・専用外来の設置による受入体制の整備

　　・感染拡大時に即応できるよう転用可能な病床体制を維持

○施設・設備の最適化

　　・電子カルテシステムの導入等、ＤＸ推進による業務の効率化

　　・医療機器の延命化、施設修繕の適正化等による費用対効果を

　　　強く意識した運営

取組事項

宇和島市立吉田病院 経営強化プランの概要

公立病院経営強化ガイドライン（総務省）

○公立病院の役割・機能の明確化・最適化

○機能分化・連携強化を進める

○医師・看護師等の確保

⇩

持続可能な地域医療提供体制を確保するために経営を強持続可能な地域医療提供体制を確保するために経営を強持続可能な地域医療提供体制を確保するために経営を強持続可能な地域医療提供体制を確保するために経営を強

化していくことが重要化していくことが重要化していくことが重要化していくことが重要

数値目標

地域完結型医療の一翼を担うため

安定的経営基盤の継続・強化を目指す

資料：地域医療構想調整会議資料「病床機能報告の結果」
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